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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～外泊中。連絡無し。
・立花　圭様～終日隔離中。不穏さや粗暴行為は無い。スタッフへ話し掛けあるも口調・表情共に落ち着いている。妄想様の言動も聞かれない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。小声で独語をしながらホールを歩き回っている。気分高揚さや不穏さは無く、対面時穏やか。他者とのトラブル無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。手の動きはあるが、鼻まで手をやる事はない。手足の浮腫が目立っている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・山田　ミヨ子様～ホールにて過ごされている。不調の訴えや帰宅要求はない。
・和田　昌様～スタッフへ話し掛けあるが、目立つ気分高揚さ妄想様の言動なし。他者とのトラブル無く穏やかに過ごす事出来ている。
・藤井　崇史様～「くそじじい、早く返せ、このやろう」と睨み付けながら他者へ小声で暴言を吐いている。理由について「あいつに1週間前にボールペン盗られました、両親から貰った大切な物なんです、多分あいつに取られたとにらんでます」との事。表情硬く眼光鋭い。口調は穏やかだが「絶対あいつですよ」と説明にも理解乏しい。トラブルとならないよう介入要している。
・谷口　隆良様～食事は見せ込みなく全量摂取。拒薬なし。対面時、不調の訴えや帰宅要求みられず穏やかに過ごす。
・田名部　清一様～今朝排便困難の訴えあったが、後に便が有ったと報告あり穏やかに
　　　　　　　　　経過。食事も摂れており希死的言動も聞かれない。

・中村　豊様～適度に他者交流あり、性的逸脱行為は見られない。
　　　　　　　買い物に関する要求ある。指導要するが、過度となる事はない。

・小向　清志様～スタッフへの粗暴性無く穏やかだが、朝食に対して「毒が入っている」等の被毒妄想聞かれている。
・木村　格治様～「Lのパンツくれ」と頻回に訴えているが、都度対応し落ち着いている。不穏さや妄想様の言動無く対面時穏やか。
・向山　ユキ様～午前中はベッドに座り毛布や枕のカバーを剥がすなど常時手を動かすが
　　　　　　　　立ち上がり等の危険行為なし。朝食や服薬の拒否強い為主治医馬渡Drに
　　　　　　　　報告し12：20ジプレキサ0.5V筋注の指示あり実施。その後昼食は介助にて全量摂取。食事も摂れている。17：00　朝6時より排尿ない為
　　　　　　　　報告し導尿の指示あり600mlの流出を確認する。その後12時間は排尿なくても経過観察して良いと主治医より指示ある。
・見付　幸一様～田中Dr診察し手足以外に浮腫が背部や臀部にまで及んでおり、血液検査でNa値が低い事から本日より生食500ml+フロセミド1Aの点滴が9/3まで処方となっており、実施している。
＜田名部Dr.診察情報＞
・立花　圭様～主治医の舌下錠の提案に了解され、本日よりシクレスト舌下錠１０㎎
（ヒート）1錠 1日1回 夕食後 7日分処方。他同内容で7日分となる。
・見付 龍矢様～来週木曜日(9月5日)11時、母様をお呼びしての面談予定となる。
・袴田 将志様～ゾテピン錠25㎎止め、バルプロ酸Ｎａ徐放Ｂ錠200㎎、100㎎追加となり7日分処方。他同内容で7日分となる。
・高柳 和子様～クエチアピン錠200mg 毎食後止め、オランザピンOD錠10㎎ 2T　
1日1回 朝食後 7日分が追加処方。他同内容で7日分となる。
・服部 英喜様～主治医診察にて自室でのラジカセはイヤホン使用し許可出ています。
・宮古 克弘様～クエチアピン錠25㎎→50㎎に増薬。他同内容7日分処方となる。
・米内 勲様～不穏時クエチアピン錠25㎎ 5回分処方となる。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和1年8月29日　13：21

氏　　名：佐々木　ハル（ささき　はる）様

生年月日：昭和5年2月19日　89歳

病　　名：中等度アルツハイマー型認知症

性　　別：女性

　主治医：金Dr（馬渡Dr）

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟
　(経過）

　H24年当院受診歴あり。アルツハイマー型認知症で薬物療法、介護サービスの利用が開始されていた。その後の症状も安定しかかりつけ医通院へ切り替わっていた。

現在独居であるため着替えや入浴も行えず。また、排泄の失敗あり、脱ぐことはできるが、新しい物を身につけることができない為、自宅内も汚染されている状況。空腹や喉の渇きも分からず、パン等も食べ物と認識できない為、デイ利用日以外は適切に食事が摂れていない。今夏の暑い時期はデイサービスを週5回に増やし食事の提供や保清を保っていたが、現在は週3日の利用に戻している。ショートステイも試してみたが「息子が学校から帰ってくるから。」等と行って出ていこうとしてしまい利用が困難であった。徘徊や、拒絶などの精神症状が著しい状態であり、独居の生活も限界を迎えていることから、入院も検討していた。薬剤調整目的でR1年8月21日受診。受診対応で、明らかに保護が必要な状況であり、入院調整となっていた。R1年8月29日（木）13：21東病棟へ医療保護入院となる。
